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青春スクロール青春スクロール
母校群像記母校群像記

第 8 号

柏樹会 神奈川県立柏陽高等学校同窓会

第 11 回までに登場の同窓生の方々を 6 ページで紹介しています

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
あ
の
人
の
高
校
時
代
は
!?　

学
び
や
の
思
い
出
の
１
コ
マ　

青
春
の
軌
跡

「
柏
陽
高
校
の
青
春
の
群
像
」　

掲
載
始
ま
る
！  

朝
日
新
聞
「
神　

地
域
総
合
」
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佐
藤
さ
ん
の
恩
師

数
学
の

八
木
猛
先
生
か
ら

お
便
り
い
た
だ
き

ま
し
た

今
想
う
こ
と

　

柏
陽
高
校
で
の
教
鞭
の

後
、
幾
つ
か
の
職
場
が
変

わ
り
厚
木
高
校
で
定
年
に

な
り
ま
し
た
。

　

定
年
後
に
私
学
中
学
高

校
を
経
験
す
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、

静
岡
の
古
草
庵
に
篭
っ
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
間
、
柏
樹
会
の

方
々
が
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
柏

陽
を
出
た
後
、
教
え
子
に

会
う
機
会
が
あ
り
、
甘

酸
っ
ぱ
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。柏
樹
会
の
方
々
、

教
え
子
と
の
出
会
い
の
思

い
出
が
私
の
宝
物
だ
と
想

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
現
在

大
学
で
数
学
の
研
究
と
教
育

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

数
学
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル

な
学
問
で
す
。
普
遍
的
な
真

理
は
常
に
ひ
と
つ
で
誰
で
も

ど
こ
で
で
も
で
き
ま
す
。
国

境
な
ど
は
な
く
言
葉
が
分
か

ら
な
く
て
も
数
式
を
見
れ
ば

大
体
何
を
や
っ
て
い
る
か
分

か
り
ま
す
。
基
本
は
英
語
で

す
が
、こ
の
「
共
通
の
言
語
」

に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

国
々
の
研
究
者
と
ス
ム
ー
ズ

に
交
流
で
き
る
と
い
う
の
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

難
し
い
問
題
の
解
法
を
思

い
つ
い
た
と
き
、
清
々
し
い

達
成
感
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
数
学
の
研
究

に
も
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
何
よ
り
自
分
が
初
め
て

証
明
を
与
え
て
発
表
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
数
学

の
歴
史
を
築
い
て
い
く
仕
事

で
す
。

　

証
明
を
終
え
る
ま
で
の
苦

労
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
完

遂
し
た
時
の
充
実
感
は
何
物

に
も
替
え
が
た
い
で
す
。

ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
は

数
学
の
ひ
ら
め
き
に
！

　

海
外
出
張
も
頻
繁
で
す
が

毎
回
の
長
時
間
フ
ラ
イ
ト
は

疲
れ
ま
す
。
正
直
行
き
た
く

も
な
け
れ
ば
帰
り
た
く
も
な

い
で
す
。
そ
の
中
で
ド
イ
ツ

の
ボ
ン
大
学
に
半
年
ほ
ど
滞

在
し
て
い
た
頃
は
、
欧
州
全

域
に
ほ
ぼ
時
差
無
し
で
出
張

で
き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

考
え
が
行
き
詰
ま
る
と
散

歩
を
し
て
気
分
転
換
し
ま

す
。
博
士
論
文
の
一
部
は
柏

陽
近
く
を
散
歩
し
て
い
る
と

き
に
閃
き
ま
し
た
。
ま
た
、

鴨
川
や
ラ
イ
ン
川
の
ほ
と
り

を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
な
が
ら
数
学

の
問
題
を
考
え
る
の
は
至
福

数
学
に
国
境
は
な
い
、　　

　
　

そ
し
て
シ
ン
プ
ル
な
学
問

29
期
生　

佐
藤　

隆
夫

　
柏
陽
人
　
今
を
語
る

第
１
回

の
ひ
と
時
で
し
た
。
で
も
海

に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
車

に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
り

と
危
険
な
こ
と
が
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。

柏
陽
高
校
で
感
じ
た

「
世
の
中
は
狭
い
！
」

恩
師
は
大
学
の
先
輩

教
育
実
習
の
思
い
出
写
真

　

小
学
校
の
頃
、
算
数
は
苦

手
で
し
た
。
柏
陽
高
校
2
年

の
時
、
数
学
の
八
木
先
生
が

ル
ベ
ー
グ
積
分
な
ど
の
高
度

な
話
を
し
て
く
れ
て
次
第
に

高
等
数
学
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
柏
陽
の

教
壇
に
立
た
れ
て
い
た
先
生

の
よ
う
な
先
生
に
な
り
た
い

と
思
い
高
校
教
師
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。

　

大
学
２
年
の
時
、
講
義
の

先
生
か
ら
出
身
高
校
を
聞
か

れ
「
柏
陽
で
す
」
と
答
え
た

ら
、「
八
木
っ
て
知
っ
て
い
る

か
？
」
と
即
座
に
聞
き
返
さ

れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
私

の
母
校
（
都
立
大
）
出
身
で

学
生
時
代
に
数
学
科
で
一
番

仲
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
私
は
後
輩
だ
」
と
い
う
嬉

し
い
思
い
と
同
時
に
世
の
中

狭
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

柏
陽
で
教
育
実
習
を
行
っ

た
際
は
大
石
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
先
生
方
の
薫
陶
を
受

け
ま
し
た
。
講
義
の
板
書
が

分
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
る

た
び
に
大
石
先
生
の
ご
指
導

を
思
い
出
し
ま
す
。
最
終
日

に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
生
徒
た

ち
と
撮
っ
た
写
真
は
今
で
も

研
究
室
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

数
学
者
に
な
り
、
そ
し
て
教

師
に
な
る
学
生
を
送
り
出
す

　

大
学
で
数
学
の
最
先
端
を

体
験
し
て
み
た
か
っ
た
こ
と

や
、
博
士
号
を
持
っ
て
い
た

右
近
先
生
へ
の
憧
れ
も
あ

り
、
自
分
も
博
士
の
学
位
を

取
得
し
た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
数
学
者
に
な
っ
て

教
師
に
な
る
学
生
を
送
り
出

す
立
場
に
な
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
既
に
１
０
０
名

を
越
え
る
学
生
を
社
会
に
送

り
出
し
ま
し
た
。
卒
業
後
も

佐
藤
会
と
称
し
て
飲
み
に
付

き
合
っ
て
く
れ
る
彼
ら
は
私

の
生
涯
の
財
産
で
す
。
私
の

大
学
院
生
が
就
活
時
に
面
接

者
か
ら
「
佐
藤
く
ん
の
学
生

が
来
た
!!
」
と
言
わ
れ
盛
り

上
が
っ
た
よ
う
で
す
。（
今

も
分
か
ら
ず
じ
ま
い
で
す

が
）
そ
の
方
は
柏
陽
の
同
級

生
だ
っ
た
よ
う
で
、
や
は
り

世
の
中
狭
い
な
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

1998年 3月　柏陽高校卒業
2002年 3月	 東京都立大学理学部数学科卒業
2006年 3月	 東京大学大学院数理科学研究科博士課程修了
2006年 4月～ 2008年 9月	日本学術振興会特別研究員
2008年 10月	京都大学大学院理学研究科	
	 特定助教 ( グローバルCOE)
2021年 4月	 東京理科大学理学部第二部数学科教授

佐藤さん著書
「線形代数」大学
1年生用の教科書
として使用されて
いる

プロフィール
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
柏
陽
生
は

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

校
長　

井 

坂　

秀 

一

　

柏
陽
高
校
は
、
こ
の
春
、
56
期

生
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
3
年
度

は
、
分
散
登
校
、
短
縮
授
業
等
が

繰
り
返
さ
れ
、
柏
陽
の
特
長
で
あ

る
65
分
授
業
は
、
二
年
続
け
て
一

度
も
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
駆
使
し
、
各
教
室
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
配
置
す
る

な
ど
、
新
た
な
授
業
の
か
た
ち
も
浸
透
し
ま
し
た
。
一
方
、
体

育
祭
・
文
化
祭
・
合
唱
祭
等
の
学
校
行
事
は
無
観
客
、
延
期
や

規
模
縮
小
を
し
、
修
学
旅
行
は
台
湾
か
ら
沖
縄
へ
と
行
く
先
を

変
え
、
生
徒
た
ち
の
何
と
し
て
も
行
事
を
開
催
す
る
の
だ
と
い

う
熱
意
、
創
意
工
夫
を
繰
り
返
す
創
造
力
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
中
、
卒
業
生
の
進
路
実
績
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
に
高

い
現
役
進
路
決
定
率
を
保
つ
と
と
も
に
、
こ
の
5
年
間
で
、
現

役
生
の
国
公
立
大
合
格
率
が
、
30
％
か
ら
40
％
超
へ
と
伸
び
る

な
ど
、
柏
陽
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
現
状
に
お
い
て
出
来

る
こ
と
を
精
一
杯
行
い
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
、
65
分
授
業
が
復
活
す
る
な
ど
、
日
常
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
学
校
行
事
な
ど
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
の
か
た
ち
で
の
開
催
は
ま
だ
先
の
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

柏
樹
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
、
学
校
の
様
子
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
今
後
と

も
、
母
校
へ
の

ご
支
援
ご
声
援

賜
り
ま
す
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

第
41
回
体
育
祭　

２
０
２
１
年
6
月
23
日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

知
識
や
意
識
を
高
め
、
生
徒
自
ら
が
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
的
の
1
つ
と
し
、
た
て
割
り

４
色
に
よ
る
色
別
対
抗
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
39
回
文
化
祭　

２
０
２
１
年
10
月
14
日
（
一
般
公
開
中
止
）

テ
ー
マ
「
和
陽
折
衷
～
和
×
柏
陽
～
」

　

ク
ラ
ス
・
部
活
動
・
委
員
会
・
有
志
団
体

な
ど
が
高
い
レ
ベ
ル
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。
豊
か
な
人
間
性
・

主
体
性
・
社
会
性
を
育

み
、
柏
陽
高
校
か
ら
の

情
報
発
信
。

　

２
０
２
１
年
度　

合
唱
祭

２
０
２
２
年
3
月
24
日
（
木
）
鎌
倉
芸
術
館

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ク
ラ
ス
で
工
夫
、
協
力
し

な
が
ら
、
練
習
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

が
1
つ
な
っ
た
1
・
2
年
生
の
息
の
あ
っ
た
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
歌
声
が
鎌
倉
芸
術
館
に
響
き
ま
し
た
。

　

第
53
回
卒
業
式　

２
０
２
２
年
3
月
8
日　

卒
業
生
３
０
７
名

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
時
間
を
短
縮
し
、
体
育
館

内
に
は
生
徒
及
び
教
職
員
の
み
入
場
の
卒
業
式

に
。
卒
業
生
保
護
者
の
方
々
に
は
、
各
教
室
に

て
式
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
ま
し
た
。

　

第
56
回
入
学
式　

２
０
２
２
年
4
月
6
日　

新
入
生　

３
１
８
名

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
体
育
館
内
に
は
生
徒
及

び
教
職
員
の
み
入
場
。
新
入
生
保
護
者
の
方
々

に
は
各
教
室
に
て
式
典
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視

聴
。
新
入
生
は
緊
張
と
期
待
を
胸
に
、
新
た
な

高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

令
和
4
年
度　

入
学
生
向
け　

学
校
案
内

　

柏
陽
高
校
の
教
育
、
授
業
の
柏
陽
（
1.3
倍

の
授
業
で
1.5
倍
の
効
果
）、
特
色
あ
る
教
育
活

動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

柏陽高校だより

玄関前の柏の樹

　
　
　

将
来
の
国
際
社
会
で

　
　
　

活
躍
す
る
人
材
の
育
成

柏
陽
高
校
の
特
色
の
中
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
が
あ
り
ま
す

将
来
の
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め　

授
業
以
外
に
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
の
た
め
の
募
金
活
動

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
の
た
め
の
募
金
活
動

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ー
サ
州
が
神
奈
川
県
の
友
好
交
流
地
域
で
あ

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ー
サ
州
が
神
奈
川
県
の
友
好
交
流
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援

る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援

金
」
の
た
め
の
募
金
箱
設
置
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
柏
陽
で

金
」
の
た
め
の
募
金
箱
設
置
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
柏
陽
で

は
国
際
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

は
国
際
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
44
月月
2525
～～
55
月月
66
日
の
う
ち

日
の
う
ち
55

日
間
、
登
校
時
間
、
昼
休
み
に
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
委

日
間
、
登
校
時
間
、
昼
休
み
に
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
委

員
会
生
徒
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
日
本
赤
十
字
社
に
つ
い
て
学
習
し
、
募

員
会
生
徒
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
日
本
赤
十
字
社
に
つ
い
て
学
習
し
、
募

金
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
、
募
金

金
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
、
募
金

活
動
日
の
昼
休
み
に
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け
を
し
て
全
校
生
徒
に
周

活
動
日
の
昼
休
み
に
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け
を
し
て
全
校
生
徒
に
周

知
し
ま
し
た
。
募
金
は
、
全
校

知
し
ま
し
た
。
募
金
は
、
全
校

生
徒
・
職
員
か
ら
合
計
３
４
，

生
徒
・
職
員
か
ら
合
計
３
４
，

５
５
８
円
が
集
ま
り
、
日
本

５
５
８
円
が
集
ま
り
、
日
本

赤
十
字
社
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

赤
十
字
社
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

道
危
機
救
援
金
」
に
寄
附
し

道
危
機
救
援
金
」
に
寄
附
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

【
２
０
２
２
年
度
】「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
検
定
版　

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
」

【
２
０
２
２
年
度
】「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
検
定
版　

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
」

　　

柏
陽
高
校
で
は
総
合
的
な
英
語
力
（
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む

柏
陽
高
校
で
は
総
合
的
な
英
語
力
（
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む

のの
44
技
能
）
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、即
興
型
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
、

技
能
）
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、即
興
型
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
、

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度

は
大
学
入
試
で
ス
コ
ア
を
利
用
で
き
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

は
大
学
入
試
で
ス
コ
ア
を
利
用
で
き
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ  

検
定
版

検
定
版  

Ａ
ｄ
Ａ
ｄ

ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
」を
採
用
。

ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
」を
採
用
。
66
月月
1111
日（
土
）（
全
国
一
斉
の
検
定
日
）

日（
土
）（
全
国
一
斉
の
検
定
日
）

に
全
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
タ
ブ

に
全
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
か
ら
マ
ー
ク

レ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
か
ら
マ
ー
ク

シ
ー
ト
の
回
収
ま
で
約

シ
ー
ト
の
回
収
ま
で
約
33
時
間
に

時
間
に

わ
た
り
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
取

わ
た
り
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

り
組
み
ま
し
た
。

グローバル
教育
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サッカー
部員数：男 47 人女 4 人計 51 人
選手権県予選で２次予選へ進出

できる活動をしています

バレーボール
部員数：男 16 人女 24 人計 40 人
皆で元気に充実した活動を実施

しています

水泳
部員数：男 16 人女 10 人計 26 人

「部員全員で県大会出場」を目標に
日々努力しています

剣道
部員数：男 12 人女 8 人計 20 人

剣道を通して「頑張り方」を学ん
でほしい。見学、体験大歓迎です

ソフトボール
部員数：女 3 人

ボールを投げる、とる、打つ。
シンプルで奥が深い競技です

バスケットボール
部員数：男 16 人女 15 人計 31 人
バスケットボールを通じて人生に

彩を与えていきます！

卓球
部員数：男 15 人女 6 人計 21 人
個人、団体ともに県大会に出場

しています

バドミントン
部員数：男 46 人女 26 人計 72 人
日々仲間と切磋琢磨し、県大会

上位を狙っています

山岳
部員数：男 19 人女 3 人計 22 人
夏に 3000 ｍ級の山に登るのを
目標に日々トレーニングです

ソフトテニス
部員数：男 25 人女 9 人計 34 人

女子団体県ベスト８、男子個人県
４ペア出場。絶賛活躍中！

ハンドボール
部員数：男 30 人女 12 人計 42 人
県ベスト８を目標に真剣に全力、

笑顔で取り組んでいます

合唱
部員数：男 3 人女 14 人計 17 人

活動に制限がある中も、前向きに
練習・発表に取り組んでいます

理科
部員数：男 6 人

週４日、農業からロボットまで
幅広く活動しています

競技かるた
部員数：男 1 人女 21 人計 22 人

昇級を目指し週４回活動。昨年は１人が
神奈川県代表で関東大会に出場しました　

囲碁将棋
部員数：男 14 人女 1 人計 15 人

2022 年個人戦全国大会出場団体戦
神奈川予選準優勝です

吹奏楽
部員数：男 8 人女 55 人計 63 人
音楽が好きな部員が団結して

一つの音楽を作り上げています

英語
部員数：男 19 人女 27 人計 46 人
世界大会出場を目指して頑張って

います

軽音楽
部員数：男 37 人女 51 人計 88 人
週４日楽しく充実した部活動を

実施しています

クラシックギター
部員数：男 2 人女 19 人計 21 人

週３回、楽しくまったり活動して
います

写真
部員数：男 5 人女 18 人計 23 人
学校行事の撮影や、ときどき

撮影会を行っています

書道
部員数：男 1 人女 7 人計 8 人

週２回、楽しく真剣に活動して
います

数学
部員数：男 15 人女 2 人計 17 人
週に２日、自由な雰囲気で活動

しています

茶道
部員数：男 2 人女 15 人計 17 人

週１回表千家の先生にご指導いただい
ています。皆熱心にお稽古です

美術
部員数：女 10 人

週２回、楽しくほのぼのと充実
した部活動をしています

文芸
部員数：男 4 人女 5 人計 9 人

部員の作品を「澪標」という雑誌に
まとめ、定期的に発行しています

デザインワーク
部員数：女 13 人

週１回、楽しく活動中！年に６回
程度部誌を発行しています

ダンス
部員数：女 40 人

部活動３年目。今年は 1 年生が 25 人も
入部。週 3 回楽しく真剣に活動です

柏陽高校部活動紹介
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　2021～2022年度合格者数 （推薦・AO入試を含む）
 総数（　）内は既卒数
国公立大学
大学名 2022年度 2021年度
北海道 5 9　　(1)
旭川医科 1
秋田 1
東北 4　　(2) 5　　(2)
福島 1
宇都宮 1
茨城 1
筑波 5 3
群馬 2 1
埼玉 2 1
千葉 6　　(1) 7　　(2)
お茶の水女子 2 3　　(1)
電気通信 5　　(1) 6　　(2)
東京 6　　(2) 3
東京外国語 3　　(2) 4
東京海洋 2 2
東京学芸 2 2　　(1)
東京工業 9　　(1) 6
東京農工 3　　(2) 3　　(1)
東京芸術 1　　(1)
一橋 10　 (1) 2　　(1)
横浜国立 33　 (2) 43　 (4)
新潟 1　　(1) 1　　(1)
金沢 2　　(1)
信州 2
静岡 4　　(2) 3
名古屋 5　　(4) 2　　(1)
和歌山 1
奈良女子 1　　(1)
京都 1　　(1)
大阪 4　　(3) 3
神戸 2　　(2) 1
広島 1　　(1)
山口 1
九州 1 1
佐賀 1　　(1)
宮崎 2
国際教養 1 1
会津 1
埼玉県立 1
高崎経済 2
前橋工科 1　　(1)
東京都立 11　 (1) 8　　(3)
神奈川県立保健福祉 2 5
横浜市立 12　 (1) 12　 (1)
奈良県立医科 1
福知山公立 1
京都府立 1
京都府立医科 1　　(1)
大阪公立 1
兵庫県立 1
長崎県立 1
国公立大学合計 159  (34) 150  (23)

私立大学
大学名 2022年度 2021年度
愛知 2
青山学院 63　 (7) 51　 (13)
麻布 1 7　　(4)
桜美林 1
大妻女子 3
学習院 21　 (2) 14　 (4)
鎌倉女子 1 1
神奈川 20　(8) 21　 (6)
神奈川工科 3 2　　(1)
関西 2 1
関西学院 1
関東学院 4　　(1) 2　　(1)
北里 17　 (2) 20　 (4)
杏林 8 2　　(1)
近畿 2 2　　(2)
慶應義塾 47　 (14) 56　 (10)
工学院 27　 (3) 14　 (6)
國學院 9 7　　(1)
国際医療福祉 3　　(1) 2　　(2)
国際基督教 1
国士舘 1　　(1)
駒澤 16　 (1) 13　 (4)
産業能率 6　　(3)
芝浦工業 75　 (11) 32　 (3)
順天堂 4　　(1) 2　　(2)
上智 22　 (5) 44　 (6)
情報経営ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 1
湘南工科 1　　(1)
昭和 2 3　　(2)
昭和女子 9 1
昭和薬科 10　 (4) 7　　(2)
成蹊 10　 (1) 12　 (3)
成城 12　 (2) 10　 (3)
女子美術 1
聖マリアンナ医科 1　　(1)
聖路加国際 1　　(1)
専修 11 33　 (15)
大正 2
玉川 2 2　　(1)
多摩美術 3　　(1) 2
千葉工業 18　 (6) 1　　(1)
中央 85　 (14) 114  (24)
中京 1
津田塾 3　　(1) 4　　(2)
帝京 1　　(1)
帝京平成 2
桐蔭横浜 1　　(1)
東海 20　 (2) 29　 (21)
東京音楽 1
東京家政 3
東京工科 11　 (3) 4　　(2)
東京医療保健 2
東京女子 10 6
東京電機 12　 (5) 9　　(2)
東京都市 87　 (14) 53　 (20)
東京農業 24　 (2) 15　 (3)

私立大学
大学名 2022年度 2021年度
東京薬科 3 6　　(1)
東京理科 84　 (19) 77　 (20)
同志社 4　　(2) 5　　(3)
東邦 3　　(1)
桐朋学園 1　　(1)
東洋 36　 (6) 21　 (11)
獨協医科 1　　(1)
豊田工業 1　　(1)
南山 2
日本 40　 (6) 49　 (12)
日本獣医生命科学 1
日本赤十字看護 1 4
日本女子 15 3　　(2)
フェリス女学院 1
法政 96　 (9) 86　 (34)
星薬科 11　 (2) 11　 (2)
武蔵 2
武蔵野 10 5
武蔵野美術 2　　(1) 1
明治 204  (41) 151  (26)
明治学院 36　 (1) 25　 (9)
明治薬科 3 2　　(1)
明星 2　　(1) 2
名城 1
横浜薬科 5　　(2) 1
立教 75　 (7) 69　 (24)
立命館 3　　(1) 3　　(3)
龍谷 3　　(3)
立正 2
早稲田 95　 (13) 107  (15)
私立大学合計 1423 (229) 1253 (343)
大学合計 1582 (263) 1403 (366)

大学校その他
大学校名 2022年度 2021年度
防衛大学校 2
職業能力開発総合 1
大学校その他合計 1 2

専門学校・各種学校
専門学校名 2022年度 2021年度
日本菓子専門学校 1
CPA会計学院 1
専門学校合計 2 0

海外進学
大学名等 2022年度 2021年度

（海外進学予定） 2
海外進学合計 0 2

就職
就職先 2022年度 2021年度
海上自衛隊一般曹候補生 1
航空自衛隊一般曹候補生 1　　(1)
就職合計 0 2

陸上競技
部員数：男 30 人女 24 人計 54 人
2021 年春関東大会出場 、2022 年は 22 人が
春県大会に出場しチーム全体で戦っています

ラグビー
部員数：男 15 人女 4 人計 19 人

合同チームで各大会に参加。
目標は単独チームでの参加！

野球部
員数：男 31 人女 1 人計 32 人

夏の大会の勝利を目指し仲間と
切磋琢磨で活動しています

硬式テニス
部員数：男 29 人女 15 人計 44 人

勝つために頑張っています
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柏
陽
ラ
グ
ビ
ー
部
は
１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）
に
創

部
。
こ
の
間
に
は
、
20
年
前
に
は
廃
部
の
危
機
に
直
面
。

そ
の
時
は
新
体
制

と
、
Ｏ
Ｂ
、
現
役

が
一
体
と
な
り
、

見
事
に
復
活
を

遂
げ
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
ど
れ
だ
け

苦
し
く
て
も
不
死

鳥
の
ご
と
く
の
不

撓
不
屈
の
精
神
で

魂
を
継
承
し
よ
う

の
意
味
を
込
め
た

「
Ｐ
ｈ
ｏ
ｅ
ｎ
ｉ

ｘ
」
の
愛
称
と
、

羽
ば
た
く
エ
ン
ブ

レ
ム
を
胸
に
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
日
新
聞
神
奈
川
地
域
総
合
で
掲
載
中
の
「
青
春
ス
ク

ロ
ー
ル
」
母
校
群
像
記
第
7
回
・
第
8
回
に
は
、
5
期
生

梅
原
尚
人
さ
ん
、
8
期
松
岡
慈
郎
さ
ん
、
10
期
生
国
領
順

二
さ
ん
、
２
０
０
６
年
赴
任
の
松
山
五
朗
先
生
、
39
期
高

畑
拓
弥
さ
ん
、
41
期
遠
野
遥
さ
ん
、
42
期
荻
野
岳
志
さ
ん

の
方
々
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

29
期
生
3
年
6
組
の
会

　

卒
業
か
ら
早

　

卒
業
か
ら
早
2020
年
以
上
た
っ
た

年
以
上
た
っ
た

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年
55
月
、
月
、
2929
期
生
旧

期
生
旧
33

年年
66
組
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

組
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
時
は
ま
だ
ラ
イ
ン
の
よ
う

た
。
当
時
は
ま
だ
ラ
イ
ン
の
よ
う

な
便
利
な
も
の
は
普
及
し
て
い
な

な
便
利
な
も
の
は
普
及
し
て
い
な

い
こ
ろ
で
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
住

い
こ
ろ
で
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
住

所
録
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
を
出
し
、
も
ち
ろ
ん
担
任
の
鈴
木
則
和

所
録
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
を
出
し
、
も
ち
ろ
ん
担
任
の
鈴
木
則
和

先
生
（
数
学
）
も
お
呼
び
し
ま
し
た
。

先
生
（
数
学
）
も
お
呼
び
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
私
た
ち
は
大
学
に
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で

　

卒
業
後
私
た
ち
は
大
学
に
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で

い
ま
し
た
。
夢
を
か
な
え
た
人
、
家
庭
を
持
っ
た
人
、
私
た
ち

い
ま
し
た
。
夢
を
か
な
え
た
人
、
家
庭
を
持
っ
た
人
、
私
た
ち

は
卒
業
後
の
時
間
を
埋
め
る
よ
う
に
お
互
い
の
こ
と
を
伝
え
あ

は
卒
業
後
の
時
間
を
埋
め
る
よ
う
に
お
互
い
の
こ
と
を
伝
え
あ

い
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
面
影
は
あ
る
の
に
、
人
生
経
験
が
プ

い
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
面
影
は
あ
る
の
に
、
人
生
経
験
が
プ

ラ
ス
さ
れ
た
み
ん
な
の
話
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

ラ
ス
さ
れ
た
み
ん
な
の
話
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

司
会
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
は
男
子
が
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

　

司
会
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
は
男
子
が
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。自
分
が
い
か
に
幸
せ
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
の
か
、

た
。自
分
が
い
か
に
幸
せ
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
の
か
、

再
確
認
。
開
催
に
は
、
先
輩
方
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

再
確
認
。
開
催
に
は
、
先
輩
方
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文　

大
泉
美
紀　

旧
姓
弘
中
）

（
文　

大
泉
美
紀　

旧
姓
弘
中
）

　

3
期
生　

2
年
6
組
の
会

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
日
常
が
あ
っ
た
３
年

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
日
常
が
あ
っ
た
３
年

前
、
３
期
生
２
年
６
組
の
ク
ラ
ス
会

前
、
３
期
生
２
年
６
組
の
ク
ラ
ス
会

をを
4040
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
師
生
活
で
初
め
て
の
担
任
と
い

　

教
師
生
活
で
初
め
て
の
担
任
と
い

う
細
川
光
宏
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

う
細
川
光
宏
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

折
し
も
喜
寿
の
誕
生
日
当
日
に
地
元

折
し
も
喜
寿
の
誕
生
日
当
日
に
地
元

で
行
い
ま
し
た
。

で
行
い
ま
し
た
。

　

体
調
に
不
安
の
あ
る
先
生
と
は

　

体
調
に
不
安
の
あ
る
先
生
と
は
2020

年
ぶ
り
、
参
加
し
た
生
徒
は
直
前
に

年
ぶ
り
、
参
加
し
た
生
徒
は
直
前
に

３
期
の
同
期
会
に
参
加
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
久
し
ぶ
り

３
期
の
同
期
会
に
参
加
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
久
し
ぶ
り

の
中
邨
敦
子
先
生
も
ご
招
待
し
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
お
付

の
中
邨
敦
子
先
生
も
ご
招
待
し
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
お
付

き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
の
あ
る
２
年
生
は
誰
し

き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
の
あ
る
２
年
生
は
誰
し

も
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
時
代
、
今
年

も
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
時
代
、
今
年
8080
歳
の
誕
生
日

歳
の
誕
生
日

の
再
会
を
約
束
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。　
（
文　

齊
木
達
夫
）

の
再
会
を
約
束
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。　
（
文　

齊
木
達
夫
）

全
国
野
球
大
会　

第
１
０
４
回　

地
区
予
選

全
国
野
球
大
会　

第
１
０
４
回　

地
区
予
選

柏
陽
高
校

柏
陽
高
校  

対対  

鎌
倉
高
校

鎌
倉
高
校

２
０
２
２
年

２
０
２
２
年
77
月月
1010
日
（
日
）

日
（
日
）

　

３
年
ぶ
り
一
般
客
の
入
場
制
限
・
ブ
ラ
ス
バ
ン

　

３
年
ぶ
り
一
般
客
の
入
場
制
限
・
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
応
援
が
解
除
、
メ
ガ
ホ
ン
な
し
の
応
援
で
す
。

ド
応
援
が
解
除
、
メ
ガ
ホ
ン
な
し
の
応
援
で
す
。

鎌
倉
高
校
に
４
点
リ
ー
ド
さ
れ
そ
の
後
大
逆
転
で

鎌
倉
高
校
に
４
点
リ
ー
ド
さ
れ
そ
の
後
大
逆
転
で

８
対
４
に
な
り
、
最
終
回
に
５
点
取
ら
れ
て
８
対

８
対
４
に
な
り
、
最
終
回
に
５
点
取
ら
れ
て
８
対

９
で
試
合
終
了
。
ス
リ
リ
ン

９
で
試
合
終
了
。
ス
リ
リ
ン

グ
な
高
校
野
球
の
醍
醐
味
を

グ
な
高
校
野
球
の
醍
醐
味
を

味
わ
い
、
懸
命
に
プ
レ
ー
し

味
わ
い
、
懸
命
に
プ
レ
ー
し

て
い
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
と

て
い
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

（（
笠
間
邦
彦

笠
間
邦
彦    

６
期
）

６
期
）

タイムスリップ同期会

柏
陽
高
校
部
活　

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
会

アクションLetters
　
　

日　

時　

２
０
２
３
年
３
月
25
日
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

18
時
～
21
時

　
　

場　

所　

横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　

運
営
幹
事
長　

40
期　

城
戸　

太
一

　
　

＊
詳
細
は
幹
事
会
を
通
し
て
別
途
ご
案
内
し
ま
す

「
青
春
ス
ク
ロ
ー
ル
」
11
回
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
同
窓
生
、
恩
師　

第
２
回　
「
伝

説
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
も
」　

４
月
16
日
（
土
）　
内
海
利
勝
さ
ん
（
３
期
）
キ
ャ

ロ
ル
リ
ー
ド
ギ
タ
ー
／
浅
沼
正
人
さ
ん
（
８
期
）
横
浜
銀
蝿
リ
ー
ド
ギ
タ
ー
／
田

宮
将
吉
さ
ん
（
８
期
）
横
浜
銀
蝿
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル　
第
３
回　
「
音
楽
家
の
道
突

然
の
出
会
い
も
」　

４
月
23
日
（
土
）　
甲
斐
澤
俊
昭
さ
ん
（
５
期
）
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
奏
者
／
関
島
岳
郎
さ
ん
（
11
期
）
チ
ュ
ー
バ
奏
者
／
宮
松
重
紀
さ
ん
（
12
期
）

指
揮
者　
第
４
回　
「
歌
声
高
ら
か
に　
オ
ペ
ラ
で
活
躍
」　
５
月
14
日
（
土
）　
小

林
菜
美
さ
ん
（
15
期
）
オ
ペ
ラ
歌
手
／
浅
野
美
帆
子
さ
ん
（
17
期
）
オ
ペ
ラ
歌
手

／
鈴
木
夏
美
先
生
（
元
合
唱
部
顧
問
）　
第
５
回　
「
旅
が
広
げ
た
世
界　
報
道
の

道
へ
」　
５
月
21
日
（
土
）　
山
口
勝
さ
ん
（
15
期
）
ア
ナ
ウ
ン
ス
専
任
部
長
／
廣

田
直
敬
さ
ん
（
16
期
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
／
ア
ニ
タ
・
ゲ
ス
リ
ン
グ　
交
換
留
学
生

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
第
６
回　
「
心
身
鍛
え
上
げ　
言
葉
を
武
器
に
」　
５
月
28
日

（
土
）　

川
瀬
眞
由
美
さ
ん
（
12
期
）
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
／
坂
巻
航
さ
ん
（
15
期
）

元
テ
レ
ビ
局
記
者　
市
川
寛
子
さ
ん
（
29
期
）
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
第
７
回　
「
ラ

グ
ビ
ー
部　

ど
ん
底
か
ら
復
活
」　

６
月
４
日
（
土
）　

梅
原
尚
人
さ
ん
（
５
期
）

花
園
に
最
も
近
づ
い
た
Ｏ
Ｂ
／
松
岡
慈
郎
さ
ん
（
８
期
）
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
長

／
国
領
順
二
さ
ん
（
10
期
）
／
松
山
吾
朗
先
生
（
２
０
０
６
年
赴
任
）
ラ
グ
ビ
ー

部
顧
問　
第
８
回　
「
社
会
に
出
て
も
心
に
ラ
グ
ビ
ー
」　
６
月
11
日
（
土
）　
高
畑

拓
弥
さ
ん
（
39
期
）
ラ
グ
ビ
ー
部
の
助
っ
人
／
遠
野
遥
さ
ん
（
41
期
）
芥
川
賞
作

家
／
荻
野
岳
志
さ
ん
（
42
期
）
元
早
大
エ
ー
ス　
第
９
回　
「
伝
統
の
理
科
部 

活

躍
は
多
彩
に
」　
６
月
18
日
（
土
）　
植
杉
威
一
郎
さ
ん
（
19
期
）
一
橋
大
学
経
済

研
究
所
教
授
／
榎
木
英
介
さ
ん
（
21
期
）
病
理
医
／
石
川
美
南
さ
ん
（
30
期
）
歌

人　
第
10
回
「
理
数
科
の
授
業[

未
知]

へ
の
扉
」　
７
月
30
日
（
土
）
一
杉
太
郎

さ
ん
（
21
期
）
東
大
大
学
院
教
授 

元
東
工
大
教
授
／
越
川
直
彦
さ
ん
（
15
期
）
東

工
大
教
授 

肝
が
ん
の
新
た
な
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
発
見
／
斎
藤
正
雄
さ
ん
（
19
期
）

国
立
天
文
台
副
台
長　

第
11
回
「
映
画
に
は
ま
っ
た
日
々
が
糧
に
」　

８
月
６
日

（
土
）　
高
野
育
郎
さ
ん
（
１
期
）
モ
ー
ド
誌
創
刊・映
画
「
バ
ト
ル・ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
岡
田
利
規
さ
ん（
23
期
）演
劇
カ
ン
パ
ニ
ー

「
チ
ェ
ル
フ
ィ
ッ
チ
ュ
」
主
催
／
藤
本
賢
吾
（
べ
ん
ぴ
ね
こ
）
さ
ん
（
25
期
）
人
気

ア
ニ
メ
映
画
「
り
さ
い
く
る
ず
ー
」
を
手
掛
け
た
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

20
歳
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
に

贈
呈
の
ネ
ク
タ
イ

「
柏
陽
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

55
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
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「
柏
陽
高
校
創
立
60
周
年
大
同
窓
会
へ
の
道
」
№
１

令
和
９
（
２
０
２
７
）
年
夏
に
大
集
合
！

　

平
成

　

平
成
2929
年
度
柏
陽
高
校

年
度
柏
陽
高
校
5050
周
年
に
際
し
て
柏
樹
会

周
年
に
際
し
て
柏
樹
会

が
「
大
同
窓
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新

が
「
大
同
窓
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新

し
く
、
そ
の
後
各
期
で
同
期
会
が
開
催
さ
れ
た
と
聞
い

し
く
、
そ
の
後
各
期
で
同
期
会
が
開
催
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
同
期
会
の
火
が

て
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
同
期
会
の
火
が

す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
共
存
す
る
形
で
規
制
の
緩
和
が
進
ん
で
き
て
い
る

ス
と
共
存
す
る
形
で
規
制
の
緩
和
が
進
ん
で
き
て
い
る

今
日
、
柏
樹
会
も
同
窓
生
の
連
帯
を
深
め
る
べ
く
活
動

今
日
、
柏
樹
会
も
同
窓
生
の
連
帯
を
深
め
る
べ
く
活
動

を
再
開
し
ま
す
。

を
再
開
し
ま
す
。

　

５
年
後
の
令
和
９
年
度
、
創
立

　

５
年
後
の
令
和
９
年
度
、
創
立

6060
周
年
「
大
同
窓
会
」
を
開
催
す

周
年
「
大
同
窓
会
」
を
開
催
す

べ
く
動
き
出
し
ま
す
。

べ
く
動
き
出
し
ま
す
。
5050
周
年
に

周
年
に

は
３
０
０
人
近
い
卒
業
生
が
集
ま

は
３
０
０
人
近
い
卒
業
生
が
集
ま

り
盛
大
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

り
盛
大
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

6060
周
年
に
向
け
て
若
い
人
た
ち
へ

周
年
に
向
け
て
若
い
人
た
ち
へ

情
報
を
発
信
し
５
０
０
人
以
上
の

情
報
を
発
信
し
５
０
０
人
以
上
の

参
加
者
を
目
指
し
、
前
回
の
参
加

参
加
者
を
目
指
し
、
前
回
の
参
加

者
も
含
め
て
懐
か
し
い
顔
に
再
開

者
も
含
め
て
懐
か
し
い
顔
に
再
開

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
柏
樹
会
総
会
開
催

２
０
２
２
年

２
０
２
２
年
55
月月
2222
日
（
日
）

日
（
日
）

　

コ
ロ
ナ
禍
、
令
和

　

コ
ロ
ナ
禍
、
令
和
22
年
・
年
・
33
年
の
総
会
は
、
Ｈ

年
の
総
会
は
、
Ｈ
PP
にに

よ
る
書
面
表
決
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

よ
る
書
面
表
決
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和

　

令
和
44
年
度
は
マ
ス
ク
着
用
、予
防
を
万
全
と
し
て
、

年
度
は
マ
ス
ク
着
用
、予
防
を
万
全
と
し
て
、

柏
陽
高
校
大
教
室
に
柏
樹
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
会
い

柏
陽
高
校
大
教
室
に
柏
樹
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
会
い

た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
第

　

総
会
は
、
第
11
～～
55
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議
案
は

号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議
案
は

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

柏樹会NEWS

皆
皆
様
の
健
康
が
第
一

柏
樹
会　

会
長　

田　

中　
　
　

均

　

神
奈
川
県
に
お
住
い
の
方
は
、
柏

陽
高
校
卒
業
生
の
活
躍
を
記
事
に

し
た
「
青
春
ス
ク
ロ
ー
ル
」
が
毎

週
土
曜
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
に
連

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
も
1
万
６
千
人
余
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
士
済
々
、
会
員
の
皆
様
の
卒
業
後
の
様
々
な
ご
活
躍
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
ス

ク
ロ
ー
ル
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
昨
年
は
５
３
５
人
の
方
か
ら
１
３
２
万
円
の
年
会
費
を

お
納
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会

報
発
行
費
用
が
１
５
８
万
円
で
し
た
の
で
そ
の
費
用
に
充
て
る

と
赤
字
で
す
が
、
年
会
費
は
次
代
の
柏
樹
会
組
織
に
は
必
要
な

財
政
基
盤
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
な
い
状
況
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
が
起
こ
り
、
燃
料
の
高
騰
、
物
価
の
上
昇
と
、
予
測
の

で
き
な
い
展
開
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
安
定
な
状
況
が

続
き
ま
す
が
、我
々
一
人
ひ
と
り
の
健
康
が
第
一
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

完成した体育館前のタイル広場は部活
や行事の練習場所として人気です。

〇柏陽高校創立 50 周年記念事業
　「中庭整備」

部活動の関東・全国大会出場を祝う懸
垂幕の寄贈

〇新入学生・卒業生にコサージュ贈呈
〇懸垂幕の寄贈

会報 7 号から毎年発行。印刷と発送は
外注へ、柏樹会が制作・封入を！慣れ
ない封入作業は役員総出で終日作業に。

〇会報発行

「青春　かながわ校歌祭」は、神
奈川県内の県立高校の同窓生有
志を中心に、在校生も交えて各
校の校歌・応援歌等を披露し、
卒業生と在校生が交流し、親睦
を深めることを目的としていま
す。

〇「青春 かながわ校歌祭」

柏樹会活動に会員の皆さまの年会費・寄付金が充てられています！！

柏樹会
ホームページ

柏樹会
ホームページ
「お問い合せ

フォーム」

問合せ先　柏樹会 校歌祭実行委員会　hakuyo-kokasai@hakujyu-kai.jp

2022 年「第 17 回　青春 かながわ校歌祭」は開催します
　　日　時：令和4年（2022年）10月15日（土）　12時開場
　　場　所：よこすか芸術劇場

柏陽校歌祭合唱団の活動にご参加ください
柏陽校歌祭合唱団	練習会日程

第 1 回練習会　9 月 24 日（土）　17 時 30 分より
　　　　　　 　戸塚区民センター（さくらプラザ戸塚）４階リハーサル室
第２回練習会　10 月 9 日（日）　14 時 30 分より
　　　　　　 　柏陽高校　２階大教室

「
青
春
ス
ク
ロ
ー
ル
」
に
刺
激
さ
れ
、
時
間
を
巻
き
戻
し
て
み
た
。

走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ぶ
高
校
時
代
の
数
々
の
経
験
、
出
会
い
は
、

人
生
の
基
点
の
時
期
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
た
。   （
金
子
1
期
生
）

編
集
後
記
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　こんにちは　いたち川で
す。柏陽高校のすぐ横を流
れています。
　かつては水面が見えない
ほどの草生い茂る川でした。

「イタチガワ」と言うちょっ
と愛嬌のある名前に親しみ
を覚えていた人も多かった
のではないでしょうか。
　川の名前の由来には、鎌
倉時代に出陣する武士が集
結し「出で立つ」場所にあ

発行者：神奈川県立柏陽高等学校同窓会 柏樹会（神奈川県横浜市栄区柏陽1-1 柏陽高校内）
ホームページ：https://www.hakujyu-kai.jp/　編集・企画：柏樹会広報　編集協力・印刷：ツルミ印刷（株）

柏
樹
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

年会費 (2,000 円 ) の振込について
【ゆうちょ銀行「払込取扱票」振込】 
　手数料なし　会報 8 号に同封
　払込取扱票に必要事項をご記入の上、ゆう

ちょ銀行ＡＴＭか窓口で振込
　複数年会費納入希望は「払込取扱票」の金額

を二本線で訂正。訂正印と納入金額を記入
【ゆうちょ銀行柏樹会口座へ 振込】
　振込手数料ご本人負担
　振込口座記号番号：００２１０－３－９２０１４
　口座名義 柏樹会 

【横浜銀行　柏樹会口座へ 振込】
　振込手数料ご本人負担
　振込先：横浜銀行　港南台支店
　　　　 　普通 1544454　　
　口座名義 柏樹会 代表 田中 均

≪記入例≫ 
　卒期または卒年を入力し、氏名（旧姓はカッコ）をカタ

カナで入力
・５１スズキイチロウ または ２０２０スズキイチロウ
・３ホンゴウ（サカエ）ショウコ　１９７２ホンゴウ（サカエ）ショウコ
2 桁数字は卒期、4 桁数字は卒年西暦です

2021 年度の年会費は、535 人、132 万円の納
入がありました。ありがとうございます。予
算達成には至りませんでしたが、これからも
柏樹会活動をさらに推進するために、会員皆
様の年会費納入のご協力、よろしくお願いい
たします。

年会費（2,000 円）の納入のお願い

有限会社  堀  商  会
取　締　役   堀 　章  一

〒 244-0003 横浜市戸塚区戸塚町 2524
TEL045-861-3331　FAX045-862-0971

E-mail horishokai@.plala.or.jp
営業品目

各種高圧瓦斯販売・安全保護器具類・
酸素電気溶接器具修理・材料一式・電動機械工具一式

柏樹会会報第 8 号より会員企業などの広告を掲載します
会報 9 号（2023 年版）への広告募集

掲載ご希望の方は、
広告募集：随時
掲載料金：最大名刺サイズ（55 × 91㎜）8,000 円
掲載希望：柏樹会ホームページ「お問い合わせフォーム」より

広

募

告

集

柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い
　

　

日
頃
よ
り
柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
柏
樹
会
報
７
号
発
行
後
、

８
名
の
方
の
登
録
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
登
録
者
は
14
名

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
報
８
号
で
ご
紹
介
し
た
佐
藤
隆

夫
さ
ん
も
人
材
バ
ン
ク
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
は
、
将
来
の
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
柏
陽
高
校
在
校
生

の
た
め
に
、
分
野
別
進
路
説
明
会
や
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
け
る
方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
職
場
訪
問
の
場
の
提
供
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
な
ど
、
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
方
々
に
ご
登

録
い
た
だ
き
、
在
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
、
ふ
る
っ
て
の
ご
登
録
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ご
登
録
は
、
柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
」
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
事
務
局

こんにちは
いたち川です。

る川だったからという説もあります。今年の大河ドラマにゆかり
のあるなんとも勇ましい名前ですね。今は整備され川沿いは遊歩
道になっています。川には仲良く遊ぶいたちの姿もあるのです。
ぜひ一度散策に来てください。

（井桁扶美子　旧姓志野　10 期）

１ 

会
員
登
録
変
更
に
つ
い
て

①
柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お

問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

連
絡

②
郵
送
：「
氏
名
、
卒
期
（
卒
業

年
）、現
住
所
、電
話
（
携
帯
）

番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任

意
）」
を
明
記
し
、
変
更
内

容
を
お
書
き
く
だ
さ
い

送
付
先
：
〒
２
４
７
︱

０
０
０
４　

横
浜
市
栄
区
柏
陽

１
︱
１　

柏
陽
高
校
内　

柏
陽

高
校
同
窓
会 

柏
樹
会 

宛

２ 

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

　

柏
樹
会
で
は
、
会
員
名
簿
の

作
成
・
管
理
、
会
報
発
送
な
ど

を
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
」

を
取
得
し
て
い
る
（
株
）
サ
ラ

ト
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
名
簿

購
入
、
会
員
情
報
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
必
ず
会
員
ご
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
必
須
で

す
。
偽
造
し
た
身
分
証
明
書
類

を
利
用
し
て
個
人
情
報
を
取
得

し
た
詐
欺
や
、
同
窓
会
関
連
の

振
り
込
め
詐
欺
に
利
用
さ
れ
た

事
例
も
多
数
あ
り
ま
す
。
疑
わ

し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
確
認
、

警
察
へ
の
連
絡
な
ど
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

３ 

２
０
２
３
年
発
行
「
柏
樹
会

会
報
第
９
号
」
の
記
事
掲

載
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

柏
陽
高
校
現
役
生
と
誌
上
討

論
会
・
座
談
会
、部
活
動
の
取
材
、

同
窓
生
の
〇
〇
さ
ん
の
話
が
聞

き
た
い
、
柏
陽
高
校
・
柏
樹
会

の
こ
こ
が
知
り
た
い
、
部
活
Ｏ

Ｂ
会
・
同
期
会
開
催
報
告
、
会

報
編
集
に
参
加
希
望
な
ど
、
記

事
掲
載
情
報
を
柏
樹
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


